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概要 

近年、無線通信システムでは、より高

速で大容量の情報伝送を実現するため

に、ミリ波のような高い周波数帯の利用

が必須となっている。そのような周波数

帯における通信では、従来とは異なる困

難な特性があるため、新しい通信方式の

提案が必要である。 
本研究では、複数の送信アンテナを用

いるMIMO通信システムにおいて、特に変

動や減衰の大きいミリ波を想定し、BS
（基地局）の複数の送信アンテナから、どのような信号をUE （ユーザ端末）へ送信す

れば良いかについて検討している。そして、送信する信号間のタイミング（時間ダイバ

ーシチ）や、複数のアンテナから同時に送信する信号同士の関係（空間ダイバーシチ）

を効率的に利用可能な空間信号ベクトルを提案し、最適化の検討を進めている。また、

UEが高速な移動体の場合に有効な、新しいMIMO通信方式の提案も行っている。 

 

セールスポイント 

１．高速な移動体通信システムに有効な通信方式を提案可能 

２．高い周波数帯に対するロバストなシステムを構築可能 

 

企業等での活用例、今後の展望等 

１．農業や建設業のためのローカル5GやIoTのための通信方式として活用 

２．モバイルネットワークや成層圏通信、次世代無線LAN等での利用 
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